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一・ 緒 言

古來肺繊 患者 二於 テハ他 ノ慢性呼吸器疾患

及 ビ心臓疾患 二於 ケル ト同様鼓檸指 ノ生ズル コ

トガ認 メラレ殊=其 ノ指爪 ノ高度 ノ轡 曲ハHy-

pokratischeNagelkrtimmun9ト シテ留意サ レ
ピ

テ 來 タ モ ノ ヂ ア ル ◎ 鼓 檸 指 二於 ケ ル 骨 組 織 ノ攣

化 ハBamberger及 ビPiereMarie/Osteo-

arthropathiehypertr◎1)hiantePn◎umon.iqueヲ

始 メ 文 献 二 散 見 ス ル 所 ヂ ア ル ガ 、 指 爪 ノ 攣 化 二

就 テ ノ記 載 ハ 少 イ様 デ ア ル 。1925年 ノUlrici

次 ヂW.Pagelガ 調 査 シ タ 所 ニ ヨ ル ト250名 ノ

肺結核患者 ノ中17名 二HypαkratiseheNagel-

krUmmungヲ 認 メ、該現象 ノ主 トシテ開嵌 性肺

結核 ヂ廣汎 ナ硬1七萎縮 ヲ生 ジ縦 隔竈臓器 ハ牽 引 一

サ レ悪液 質二陥 ツク者 二見 ラレル トイ フ。余 ハ 、

斯ル高度 ノ攣i化ナ ラズ共或 ルー一定 ノ攣化 ガ ヨ リ

輕症 ノ肺 綴 聴 者 二》認 メラレル ノ、デハナイカ

ト思考 シ・傷痩軍 人鹿見島療養所入所 中ノ肺結

核 患者46名 二就 テ調 査 シ些 力得〆所 ガアツタ

ノデ舷 二報 告 スル次第 ヂアルび

二 調 査 方法

指爪 ノ轡 曲指歎 トシテハ幅 直指数 、撲轡曲指

歎 、縦轡 曲指数等 ガアル ガ測 定二容易ナ後 二器

ヲ撰 ブコ トトシタ◎指爪 ノ撮傷 中機能的影響 ヲ

考 慮 シテ利 手ヂナイ方(大 部分 ハ左 手ゲ ノ五指

二就 テ滑測器及 ビ雀尺 ヲ用 ヒテ計測 シタo計 測

前 二良 ク爪 ヲ勢 ツテ爪床 ヨ リ遊離 セル遊離縁 ヲ

可 及的除ヰ 滑測器 ヲ用 ヒテ爪幅geradeBreite

及 ビ爪長geradeLtingeヲ 其 ノ最大 ノ箇所 二於

イ テ計測 シ、目印ヲ附 シテ同一 ノ箇所 二於 イテ

魅 騒 鱗蜘

瑠 尺 ヲ用 ヒテ爪弓幅Boge=nbreite及 爪 弓長Bo_

genla"geヲ 計 測 シ ソレゾレ爾者 ヨ リ横轡 曲指

tWtransversa!eKrU-gsindex飛

弓篠 ×
100及 ビ縦 轡 曲 指 数sagitaleKr伽immgsindex

膿 ×… ヲ計算シ便 格 例二就テ職
ノ五指ノ李均 ヲ求メ・ソレゾレ挙均横轡曲指敗

及ビ李均縦欝曲指数 トシテ比較判定ノ目標 トシ

タ。計測 二先立ツテ滑測器 ト欲 ノ目盛ヲ良グ
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一致 シ居ルヤ否ヤ吟味 シテ正確ヲ期 シタ。

三 調 査 成 績

A健 康者(封 照)二 於 ケノγ成績

指爪 ノ轡 曲ハ機能 的 ノミナ ラズ年齢 ノ上デモ

或ル程 度ノ差 ガ見 ラレル。調査 ノ封 照 タ駕肺結

核 患者 ハ今次事墾 二於 をル傷痩軍 人ヂ殆 ド大部

分 ガ青肚年期 ニアル者 ヂアル ノヂ鼓 二計測 シタ

健康者20名 ハ之 二相當スル年齢 ノ男子 ヲ撰 ン

ダ。20-24歳5名 、25-29歳5名 、30-34歳

3名 、35-407名 ヂ アルq

計 測 ノ結果20名 ノ各指 二於 ケル李均値 ハ次

ノ如 クヂ アル。横轡 曲指数ハ揚指77.66(最 小値

73.49一 最 大値85.56)、 示指80.52(74.05--94.

98)、 中指77.60(67.11-85.71).環 指76.70(66。

。 第

25-85.71)、 小 指76.74(70・97--84.43)昌 シ テ 、

横 ノ轡 曲 ハ 環 措 一 小 指 一 中 指 一 撮 指 一 示 指 ノ順

二 小 トナ ル ◎ 縦 轡 懸 指 籔 ハ 撫 指98.63(91.55-

10'O.OO)、 示 指9923(97.64-100.00)、 申 指99.

71(97.50--100.00)、 環 孝旨99.72(97.86--100.00)、 ・

小 指99.26(96.67-100.00)ト ナ リ、 縦 ノ轡 曲 ハ

栂 指 一 示 指 一 小 指 一 中 指 一 環 指 ノ 順 二 小 ト ナ

ルめ 平 均 横 轡 曲 指 数 ノZF均 値 ハ7&00(72.71-一 一

86.69)±n=0。89ト ナ リ、 ・Zils・均 縦 轡 曲 指 数 ノ李

均 維 ハ9928(97.89-99.84)±=0.13ト ナ ル 。

(第 一 表 参 照)

一 表 鳩

指 敬 一指Lミ}ノ1 ∬ lm
i

77。60

皿 V

横 轡 曲 指 敷(平 均)

(最 小 値一最 大 値)

縦 轡 曲 指 籔(雫 均)

(最 小 値一最 大 値)

77。66 80.52

}準(撃簡

(73.49-85拶56)(74、05-・9響.98)(り7。11-85.71)

98。63 99。23 99.71

(91.55-100。00)(97.64-100.e〈))(97♂50-100題)ナ

76。70 76。74

(66。25-85.71)(70.97-84.43)

・78
.00

(72.71-86.69

エn=0。89

93・72199・26

(9「7.S6-100.0()(96.67-100。()0)

99。28

(97・.89-99。84
m二 〇ユ3

岡 二Nippertニ ヨ レバ北 猫乙、中部濁乙及 ビ

瑞 西 二於ケル ソ レゾレ57名.23名 、20名 ノ男

子 二就 テノ計測値ハ次 ノ如 クデ アル。即チ余 ノ

李均縦轡 曲指 数 ノ李均値 二相當 スルモ ノハ北猫

B

乙 二於 イテ93.48.申 部 濁乙 二於 イテ93.09、 瑞

西 二於 イテ9117ト ナ ツテヰル。 干均繊轡曲指

激 ノ李均値二相當 スルモ ノハ託猫 乙79.3、 中部

猫乙79。9、 瑞西81.1ト ナ ツテヰル。

肺結核 患者 二於 ケノン成績

・ イ)一 般 的 観 察

傷痩軍人鹿見島療養所入所中ノ肺結核患者46當 時ニハtz=Fibrose二 移行シ或ハ肺門陰影ノ

名 二就テ調査シタ。今次事攣中二畿病 シタ傷痩

軍人ヂ大部分ハ青幾年期 二在ルモノヂアルガ、

其 ノ年齢的分布ハ20-24歳17名 、25-29歳"

21名 、30-34歳5名 、35--40歳3名 デアル。

イヅレモX線 篇眞上浸潤竈ヲ認メルモノデアル

ガ、當所入所者ハ原地軍衛生部及ビ内地陸海軍

病院ヲ縛途サレテ來タモ ノデ嚢病以來相當ノ時

日ヲ経過シテヰルノデ塾病竈小範園ノ者ハ調査

肥大肺紋理ノ増加 ノミヲ認メル程度ノ輕症治癒

期 ノ者カラ爾肺全面 ノ血行性撒布性肺結核、廣

汎ナ硬化萎縮ヲ生ジ悪液質二陥 レル者、死期ノ

近 イ末期結者二至ルマヂ種々ノ病型脛過 ノ者 ヲ

含ンデヰル◎ 閉鎖性肺結核18名 、開放性肺結

核28名 、膿温 二關 シテハ獲熱結者27名 、無熱

結者19名 二就 テノ調査結ヂアル(次 表参照)。

ノ



18 吉谷=肺 結榎患者昌於ケル指爪鰺曲二就テ 1第21巻

症 例 分 類 表

分 類 肺 門 炎
又ハ肺尖炎 肺 浸 潤 肺 結 核

血行性 撒
布性肺結核

肺 虜

例 巌
一

ユ0 … 8 19 4 5

喀 疾 中 結 核 菌 (一)
ザ

(一) (+) (+) (+)

獲 熱 (一)(+)
73

(一)(+)
62

く 一)(+)6
13

(+)
4

(+)
5

」胸 膜 炎 経 過合
腹 膜 炎一 一 叩一 一

併 腸 結 核　 胃

.一 冊3 2 4 4

(一) (一) (一)18
蝕

1

。(一)臨 (一) (一)i(一) 2

症_喉_頭 結 核 (一) (一) (一)2 2

1肋 骨 カ リ エ ス1(一) (一)、 (一)11(一)

健康者(封 照)二 於 ケル ト同様各指 二就 テノ

卒 均植ハ横轡 曲指数 ハ栂指76.10(最 小値68.%

一 最 大値88 .23)、 示 指76.07(64.13-86.OO)、 中

ヰ旨73.62(66.47-86.24)、 環 手旨72,30(62β7--89

23)、 小 指73.28(60.OO-88,00)、 李均横轡曲指

藪 ノ」～1三均値 ・、74.78(65'98-85.61)±m=O.66

トナ リ、各指 二於 イテ健康者 ノ籔値 ヨ リ減 少 シ

テヰルゴ印チ横 ノ轡曲ハ健康者 二比 シテ五指共

増 大 シテヰル¢各指爪 ノ横轡 曲ノ程度 ハ健康者

ト同様環指最 モ強 ク、小指之 二次 ギ中指一示指

一 栂指 ノ順位 二弱 クナル
。次 二縦 轡曲指数ハ栂

指98.20(93。03-99.59)、 示 指96。62(92,13一

第

へ

99,23)、 中指97.92(94.12-99.21)、 環 指9S.36

(91・49--99・64)、 ノ」・i}旨97・57(93・39-99・58)b4s,

均 縦 轡曲指籔 ノ卒均値ハ97.61(92.89-99。66)

士m=0.24ト ナ ル。横攣曲指数 ト同檬縦攣 曲捲

歎モ各藪値共健 康者野照 二比シ減少 シテヰ ル。

換 言ス レバ縦 ノ轡 曲ハ増 カロシテ 主 ル ノデ ア ツ

テ、即チ肺結核結結者 二於 イテノ〉共 ノ指爪ハ縦

横共 二攣 曲 ヲ増 シー般 二膨隆 シテヰ ル ト云 フコ

トガ出來 ル◎各指 ノ縦轡 曲 ノ程度 ハ健康者 封膿

ト異 リ示指最モ強 ク}小 指之 二i爽ギ、中指 一掴£

指一一環指 ノ順 二弱 クナル(第 二表参照)o

表

指
指 爪

敬 ～_
1 ∬ 且 皿 lv

横 轡 曲 指 敷(李 均)

(最 小 値一最 大 値)

76.10 76.07

浮均勢曲指1
(準 均)

73.62

f
72.30 7328

({}8・75-.SS.£3×64・13-一 一86・00)(66・47-86.24)(62.87-89.23)i60.00-8S.eO)

74.78

(65.9巳 一85。64)
m=0.66

縦 爾 曲 指 敬(卒 均)

(最 小 値一最 夫 値) (93・03-[9..59)1(92.13-C-9.23)(94・12-99・24)(94.49-99.64)(93.39-99.58)

而 シテ李均縦横轡 曲指歎共全例 ヲ通 ジテ ノ李

均 値ハ健康者李均値 二比 シテ上述 ノ如 ク減 少 シ

テ ヰル ガ、爾者 ノ減 少ガ各症例 二於 イテ ドノ程

度 二伴 フモノヂアル カ絹關表 ヲ作 ツテ見ル ト第

三表 ノ如 キ結果 トナル◎

表 中李均縦轡曲指、数99.50ノ 列 二於 イテハ其

ノ度鍛 ハ卒均横轡 曲指数8a50-70.50ノ 間 二分

布 シ、殊 昌98.50ノ 列 二於 イテハ85.50--6750

97.64

(92.89-9.}。66)

加,=024

ノ間二分布シ動揺ガ大ヰ久 縦 ノ轡曲ノ小ナル

者ヂ横 ノ轡曲ノ大ナルモノガアルガ、縦轡曲ガ

増スニ從ヒ其 ン度鐵ノ分布ハ横轡曲ノ大ナル方

二推移シテヰル◎大艦二於イテ正 湘 關た係ガ

認 メラレル◎図二上表 ヨリ相關係数r及 ビ其ノ

干均誤差ヲ算出ス・レパr=O.43mr=0 .133ト

ナル。即チ肺結核結者二於イテハ縦轡曲ガ塘加

スルニ從 ヒ横轡曲モ大胆 二於イテ之昌俘 ヒ増加
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一置2指譲
99.501

98・50{1

9Z50

96.50

95。50

94.50

93.50

92iO

K

第 表

象 鉾 鍵 賃 賃$鐸 蚕 峯 蚕 録 ゴ 鐸 鐸 ご 葺$$$$3enenen琴98989998弩8888さ988

1111111

3

11

11121

11311111

1111

113

1

122

9

15

亙
_奪

、 ÷

11232163

相 關 係 敷 丁=O.・Et3

mr=0.133

スル。コノ關係ハ縦轡曲ノ高度 トナルホ ド顯著

デアル。準均横轡曲指数ハ最小最大値及ビ卒均

誤差ヨリ推察シ得ル如ク健康者 二於イテモ個人

差 ガ大ヰイノデ以下各項二於イテハ李均縦轡曲

指数 ノミヲ以テ考按二資スルコトトシタo

次昌上掲症例分類表二從ツテ平均縦轡曲数 ノ

11

3273312231{互6-

〔譜〕 李横指籔=李 均横轡曲指数
1雫縫指敷誠上昌準ズ

ノ

軍均値 ヲ算出 シテ見 ル ト下表 ノ如クナル。表 巾

各列 二於 ケル例数 ガ少グ且動揺 ガ大ヰ イノデ卒

均値 ノ意義ハ少 イガ、健康者(野 照)二 於ケル

準均値99.28(97.89-99.84)二 比 スレバ各 列共

二轡 曲度ハ塘 シ、尚重症 ナル ニ從 ツテ櫓加 スル

傾向 ヲ認 メ得ル◎^
も

肺門奴 一肺尖炎 飾 浸 測 肺 結 核 瞬 蕪難 購

10 8騨 19 9

98.40

(97ユ3-9乳23)

98.0£

(gao3-99。25)
L

r

97.73
(95.41--99.66)

・96。57

く9ユ88-98。59)

ロ)病 症及 ビ罹病期間 トノ關係

1)病 竈範園 トノ關係 鼓俘指 ノ畿生要因二

就テハ疑義ノ有ル所ヂアルガT.Brugschu。E。

Fr伽kelニ ョレバ慢性呼吸器疾患申該現象ノ比

較的頻度二見 ラレル年管技籏張症 二於イチハ慢

、性炎症 ニヨル局所ノ萎縮現象 ト之二件フ周園臓

器殊二縦隔餐臓器 ノ牽引、位置移動 二因ツテ生

ズル循環!欝 血、右心 ノ過重負旛 二起因スル末

梢ノ循環障碍ガ鼓授指爽生 ノ要因ヂアル トシ同

時二局所 ガラノ吸牧毒素 ノ刺戟作用モ其 ノー端

ヲ旛フモノデアル トイフ◎BIUmenfeldハ 心臓

疾患殊 二先天性心臓疾患 二於テハ指端ノ充 血ヲ

伴フ欝血ガ成長ヲ促進シ鼓橡指 ヲ生ゼシメル ト

シテヰル。肺結核ニテハ右心 ノ過重負捲 二因ル

末梢 ノ循環障碍二基因スルガ壇殖ガ鼓響指獲生

ノ主西ヲナス トハー般二肯定サレテヰル様ヂア

,

ルo右 心 二封 スル過重 負旛 トイフ意味 カラハ肺

二於 ケル病籔 ノ硬化萎縮 ノ程度ハ上述 ノ如 ク意
.

義 ガ深 イガ病竈 ノ範團モ亦大 ナル意義 ガアル ト

考ヘ ラレルo余 ハ先 ヅ比 較二容易 ナ後者 ヲ採 ツ

テ指爪 ノ轡 曲度 トノ關係 ヲ槍討 シテ見 タノヂァ

ル。病竈範園 ノ比較 ニハX線 窩眞 ノ判讃r一 般

二使用 サレル匿分 ヲ用 ヒタ。印チ左右爾肺 ニデ

鎖骨 ヨ リ上部 ヲlpitzenfeld.以 下 第こ二肋骨迄 ヲ

Oberfeld.第 二 肋骨以下 第四肋骨迄 ヲMitte1-

feld.第 四肋骨以下 ヲUnterfeldト シ偏側 ヲ4

野 、爾肺 ヲ8野 二匝分 スル◎病竈一一野 二含 マル

ルモ ノハi/.9ヲ 以 テ表 シニ野 二澹 ツテヰ ルモ ノ

ハ%ノ 如ク記載 シタ◎斯ル匝分 ハ實際上 ノ等

分 トイフ鮎 ヨ リハ勿論X線 爲眞上 ノ面積 二於 イ

テモ等分 サレテヰ ル謁 ヂナク、比較 ニハ適切 デ
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訣 クカモシ レナ イガ便宜的 二使 用 シタ。傷痩 軍

入療養所 二入所 セル 憲者ハ前述 ノ如 ク畿病 以來

相當 ノ時 日ヲ経過 シテヰル者 ガ多 ク、從 ツテ病

竈小範 園 ノ者ハ既 二Fibrese・n移 行 シ、或 ハ肺

門周園 二絃:技歌 ノ陰影 ヲ認 ムルモ ノ又ハ輩 二肺

門陰影 肥大 シ肺紋理 ノ梢 々増加 セル程度 ニテ限

局セル浸潤竈 ヲ認 メ難ヰモ ノモ ア リ、i/sノ範 灘

ニハ斯 ルモ ノモ含マ レテヰル
◎ ウ8.2!s-4s、5/s

-8/8ノ 三 組 二組分 ケシ李均縦轡 曲指数 トノ 相

關表 ヲ作 ツテ見ル 塾第四表 ノ如 クデアル◎

第 四 表
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表 中病竈範 園 ノ大ナル者 ニモ樹李均縦轡 曲指

数 ノ大 ナル者帥 チ縦轡曲 ノ弱 イモノガアル ガ、

侵 サヒタ範 園 ノ廣 クナル ニツレ健 廉者樹 照)或

ハ病竈 小範團 ノ者 ニハ見 ラレナ イ攣 曲ノ強 イ者

ガ檜加 シテ來ル。上表 ノ健康者 ヲ陸 イタモ ノカ

ラ相 關係数r、 其 ノ平均誤 差mrヲ 算 出スル ト

rニO.5mr=O.111ト ナ リ、可成 ノ正 ノ相閥 々

係 ガ認 メラレル◎病竈 ノ範園 ト縦轡曲 トハ大燈

俘 フ トイフ コ トガ出來ル。即チ侵 サレタ範園 ガ

廣 クナルニツレ指指 ノ轡曲ハ高度 トナル◎

而 シテ43名 ノ患者申鼓 購 旨ノ諮 ラレル=者

ガ4名 ヂ、 イヅレモ李均縦轡 曲指敷ハ9288(全

病 例中轡曲度最彊)ヨ リ95.77ノ 高度 ノ轡曲 ヲ

呈 スル。所謂Hyp◎ 蜘tisheNagelkrhmm血9

ハ 如何ナル程 度以上 ノモノヲ樗 スルモ ノデアル

カ、其 ノ限界ハ定 ムペ クモナイガ、鼓桿指 ヲ呈

スル者 ト同等程 度 ノ高度 ノ轡 曲 ヲ示 シ鼓檸指 ノ

認 メラレナイモ ノガ他 二3名 アル。以上7名 ノ

中前述 ノPagelノ 総 スル如 ク臨床上或'・X線 爲

撰上廣汎ナ硬 化萎縮 ヲ認 メ悪液質 二陥レル者ハ

1名 デアル(病 竃趣團ハ上記 ノ記號 ヲ用 フレパ'

8!8ヂ ア ル)
。2名 ガ血行性撤 布性肺結核(8!8、

.7/8)。 他 ノ4蚤 ハ イヅ レモ開放性肺結核 ヂ氣管

枝性韓位竈 ラ生 ジ病症 進展 中 ノ病竈廣汎ナルモ

ノヂアルCソ83名 、7/s1名)◎ 帥 チ硬化 萎縮 ノ
チ

程 度ガ左程高 凌ヂ ナク共、侵 サレタ範園 ガ廣汎

デア レバ高度 ノ轡曲ヲ生 ジ、進 シヂハ鼓 桿指 ヲ

呈 スル ニ者 ルモ ノト考 ヘ ラレル◎

2)活 動性 トノ蘭係 病症活動 ノ程 度 ヲ赤血

球沈降速度 ヲ以 テ表 ス ゴ トニシタ◎他 ノ臨床症

歌 ヨリ豫期サ レル値 ヨ リ異常 二緩慢 ナルモ ノ或

ハ促進セルモ ノハ之 ヲ除ヰ 、一般 二自畳症並 二

他畳的所見殊 二獲熱 ト件 フモノヲ撰 ンダノデア

ル⊃ ウ手ステルグ レーン氏法ZISUj値10粍 以 内 、

10く30粍 、30〈50粍 、50粍 く ノ四組 二組分 ケ

シ第五表 ノ如 ク卒均縦轡曲指 数 トノ相關表 ヲ作

ツ タo表 ヨ リ明カナル如 ク赤 沈速 度 ノ促進 スル

昌ツレテ李均縦轡 曲指籔 ノ小 ナルモ ノ師 チ縦攣

曲 ノ高度ラルモ ノガ増加 シテ來 ル。度歎 ノ分 布

配列ハ凡 ゾ左上 ヨ リ右下 二向ツテキル。表 ヨ リ

健 康者 ヲ除ヰ相關係鐵及 ビ其 ノ4鞠 誤 差ヲ算 禺

ス レバr;q51mt・=O.109ト ナ リ前項 ノ病竈

範 園 トノ關係 二於 ケπ ト同等梢度 ノ絹 蘭々係 ガ

見 ラレル◎
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3)罹 病期聞 トノ關係 當療養斯入所者ハ殆

吟 次事饗 群 獲病シタモノデアルノデそ羅病期
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間ハ最長 ノモ ノガ5年5ケ 月ヂ1名 ア リ、他 二

3年3ケ 月 ノモ ノー 名、以上2名 ヲ除キ他 ノ44

名 八 イヅレモ4ケ 月以上3年 以 内 ノモ ノ ヂ ア

ルo牛 年以内、一年以内、二年以 内、二年以 上

ノ4組=分 ケ例 ノ如 ク李均縦轡 曲指数 トノ相關

表 ヲ作 ツテ見 ル ト第六表 ノ如 クナル◎誤表 二於.

イ テハ前二項 昌於 ケル關係 ト異 リ度 敬 ノ分布 ハ

ー定 ノ配列 ヲ示 サズ。表 ヨ リ健康者 ヲ1除キ算 出

セル相關係数及其 ノ李 均誤差 ハr=-O.15mr

=O・145ト ナ リ、相 關 々ハ認 メラレナイ ノデア

ノレO

第 六 申表
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印 チ罹病期 間ハ指爪 ノ轡 曲ニハ大 シタ影響ハ

無 イ ト云 ヒ得 ル◎鼓 昌調査 シタ病例 申ニハ輕症

者 ヂ既二治癒期 静在 ルモ ノヂ相當 ノ病 日ヲ経過
リ ノ

シテヰルモノモア リ、又重症者デ焚病後比較的

.翅

重症肺結核患者二於ケル鼓桿指並昌高度 ノ指

爪轡曲ノ嚢生ハ古 クヨリ文献二散見スル所デア

ルガー般 ノ肺結核患者二就テ調査 シタ報告ハ少

イ。余ハ健康者(野 照)20名 並二種々ノ病型経

過ノ肺結核患者46名 二就テ指爪 ノ縦轡曲指数

及 ビ横轡曲指数そ計測シテ其 ノ轡曲度ヲ比較槍

討 シ・更二肺結核患者二就テハ其ノ病竈範園、

病症 ノ活動性及 ビ罹病期間 ト指爪轡曲ノ關係ヲ

検索シテ之 ヲ閾明スル コトガ出來 タ。

健康者(封 照》2q名 二就テノ各指数卒均値ハ

日ノ淺 イモノモア リ、從ツテ病症同程度 ノモノ

ニ於ケル罹病期間ノ影響ハ蝕 二得タ結果ヨリハ

客 易 二推論 シ難イ◎病症進展中ノモ～デ経過ガ

長クナレパ循環器二封 スル影響モヨリ大ヰイヂ

ア ラウカラ尚彊イ指爪 ノ攣化モ期待 シ得・ル所ヂ

アル。肺結核二於ケル鼓俘指 ト罹病期聞二就テ

モ信線スベヰ支献ハ無イ様デアル◎高度 ノ萎縮

ヲ起 シタ極メテ慢性 ノ陳菖性肺結核 二見 ラレル

モノヂアル トスルノガー般 ノ煙念デアル。陳奮

性肺結核デ十年或ハ数十年 ノ経過ヲ取 リ來ツタ

者二多ク、從 ツテ40代 又ハ50代 ノ中老以上 ン

肺結核患者 二多イ檬デアルト述ベテヰル者モア

ルo余 ノ例二於イテハ前述 ノ如 ク鼓俘指 ラ認メ

ル者ガ4名 ヂア リ、之 ト同等程度 ノ高度 ノ指爪

轡曲ヲ呈シ鼓俘指ヲ認メタル者 ガ他 二3名 、以

上7名 ノ罹病期聞バー年以内ノモノ3名 、一年

以上二年以内ノモノ13名 、二年以上ノモノ1名

ヂアル。鼓檸指ノ嚢生殊 二其 ノ指端 ノ骨攣化ヲ

生ズル迄子バー般 二豫期サルル如ク相當 ノ姐間

ヲ要スルカモシレナイガ指爪ニハ比較的早ク墾

化ガ來ルモノヂハナイカ ト思惟セラレル◎鼓 昌.
へ

調査シタ患者 ノ中デモ注意深 イ者デハ此 ノ病氣

吊ナツテカラ爪 ノ形ガ攣 ツテ來 タト告ゲタ者モ

アル。今回使用 シタ計器 ヨリ荷米密ナ計器 ヲ用

ヒテ経過ヲ追勢テ観察シタナラバ比較的早期昌

此ノ攣化ヲ検知シ得ルノデハナイカト考ヘラレ

ル ◎, 。 ノ

〆

総括拉二結舞

次 ノ如 クヂアル。 横轡曲指数 ハ環指76.70L小

指76・74-一 中指77.60一 栂 指77.66一 示 指80.52

トナ リ・即チ此 ノ順位デ横轡 曲ハ輕度 トナル。

縦轡 曲指数 ハ栂指98.63一 示 指99.23一 小 指99.

29一 中指ga71一 環 指99 .72ト ナ リ、epチ 此 ノ

順位 ヂ縦轡曲ハ輕度 トナル。李均横轡曲指歎 ノ

20例 り李均働 ・78.00ニ シテ、as均 縦 轡指数 ハ
〆99

.28デ ア ル◎

肺結榎 患者 、46名 ヲ通 ジテノ各指数李均 値ハ

次 ノ如 ク、横轡曲指歎ノ・環 指72.30一 小 指73.za
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一 中指7362-一 示 指76 .07一 栂 指76.10、 卒 均横

轡 曲指数ハ74.78ト ナ リ、健康者野照)二 比シ

各鍛値共減 少 スル。邸 チ横轡曲ハ彊度 トナル。

五指 ノ轡曲度 ノ順位 ハ大艦健康者 ト同ジク只示'

指 ト撮指 ガ其 ノ位置 ラ互 二入 レ換 ツテヰル。縦

轡 曲二於 イテモ各指藪共健康者(封 照)ノ ソレニ

比 シ減 少 シ、即 チ示指96.62一 小 指97.57一 中指

97・92一 撫 指98.20一 環 指98.36、ag均 縦 攣曲指数

97・6iト ナ リ、縦 轡曲ハ強度 トナル。 五指 ノ縦

ノ攣曲度 ノ順位バ健康者 ト異 リ、最 強 ノモ ノハ

示 指デ小指 中指 ガ之 二次 グ◎次 二各症例 二於 イ

テ縦 横爾轡 曲ガ ドノ程度 二伴 フモ ノヂアルカ、

脚チ縦轡 曲 ノ彊度 ナル者 ハ横轡由モ同時 二張度

トナルカ、雨者 ノ關係ヲ李均縦横響 曲指数 ヲ探

ツテ相 關表 ヲ作 リ相關係激 ヲ算 出 シテ検討 スル

ニ、例外 ガアル ガ大盟 二於 イテ爾者ハ俘 フ ト云

フ コ トガ出來ル。卒均横轡曲指 藪ハ健康者(i野

照)二 於 イテモ個 人的動揺 ガ大 キイノヂ以下卒

均縦轡 曲指数 ノミヲ以テ観察 ヲ進 メタ。先 ヅ症

ノ輕重 二從 ツテ全症例 ヲ四組 二分類 シ各組 二就

キ卒均縦轡曲指激 ノ李均値 ヲ求 メテ見ル ト、重

症 ナル 昌從 ツテ指爪 ノ轡曲ハ壌加 スル傾 向 ヲ認

メル コトガ出來 ル◎

全症例 ヲ病 竈 ノ範 園 ニヨ リ三組 二組分ケ シ挙

均臓轡曲指数 トノ相蘭表 ヲ作製、相關係数 ヲ算

出 シテ爾者 ノ關係 ヲ観察 スル ニ.正 ノ相關 々係

ガ認 メラ を、病竈範園 ノ搬 大スル ニ從 ヒ、 ヨリ

小範園 ノ範箋iニハ見 ラ レナ イ轡曲強度 ノ者 ガ増

加 シテ來 ル。而 シテ調査 シタ46名 ノ患者 中鼓

桿指 ヲ呈 スルモノハ4名 デ、其 ノ挙均縦轡曲指

数ハ全症例中轡曲最強度 ノ92.88ヨ リ95.77迄

二含マレル。即チイヅレモ高度 ノ轡曲ヲ呈 スル。

所謂Hyp◎kratischeNagelkrtimmungガ ドノ

程度以上ヲ程スルカ、其ノ限界く定メルペクモ

ナイガ、上記ノ鼓檸指 ヲ呈スル者 ト同等程度 ノ

李均縦轡曲指数 ヲ示シ、鼓俘指 ノ認メラレナイ

者 ガ他二3名 アル◎以上7名 ハ鼓 二使用シタ病

竈範園 ノ匝分二從ン・バ8/8一!8ノ 病竈範園 ノモ

ノデアルガ、一般二鼓檸指獲生ノ要因 ト思考セ

ラレ居ル高度 ノ硬化萎縮 ヲ生ジ居ル者 へ1名 ヂ

マル。

次二赤血球沈降速度ニ リ四組二組分ケシ、同

様ニシテ病症 ノ活動性 ト縦燧曲トノ關係ヲ按ズ

ルニ、病竈範園 ト同等程度 ノ正 ノ相關 々係ガ認

メラレルo

罹病期間昌ヨリ四組二組分ケシ同様ニシテ縦

轡曲トノ關係ヲ観察スルニ、前二者 ト異 リ殆 ド

相閣 々係ハ認冬ラレナィ。

以上ノ成績 ヨリ次ノ結論二達スルヲ得 タ。
一 肺結核患者二於イテハ健康者二比シ其ノ

指爪ノ燧曲ハ増加スル◎

二 病竈範園ノ援大スルニ從 ヒ指爪 ノ轡曲ハ

強度 トナル、又病勢 ノ活澄ナルニ從 ヒ彊度 トナ

ルガ、罹病期間ハ指爪ノ轡曲ニハ影響 ガ認メラ

レナイ◎

搦筆ま臨 ミ御指導御校閲ノ榮ヲ賜 リタル恩師
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